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ポリアニオンにその対カチオンとして重原子消光剤である T 1 +イオンを用いて，アルカリ金属イオンまたはアルカ
リ土類金属イオンの存在下， Phen 蛍光の消光挙動を調べる事により対イオンの凝縮臨界濃度の存在を確認した。
たんぱく質としてリゾチームを用いた場合では， リゾチーム中のトリプトファン残基 (Trp) からポリアニオンに
ラベルしたピレン (Py)へのエネルギー移動を利用してコンプレックス形成を調べた。ポリアニオンとリゾチームと
を含む水溶液の pH を下げてリゾチーム表面の正電荷密度 (σ) を増加させると，ある pH 以下で顕著なエネルギー












く質リゾチームとのコンプレックス形成を， リゾチーム中のトリプトファン (Trp) 残基からピレン (Py) へのエネル
ギー移動現象を広い範囲で調べた研究で，蛍光強度の変化を通してエネルギー移動効率の pH 依存性を調べることに
より，ポリイオンのコンプレックス形成をこれまでより微視的に捕えることが可能なことを明らかにした。
上記の事より，本研究は，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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